高等学校における教育相談としての7 分面談 by 定金 浩一
17
Abstract 
　Here a practical method to reduce the workload of school instructors is proposed, and 
an outline of a "seven minute interview" model is provided. This model is the result of 
actual trial and error casework. The interview model has been developed on the basis of 
the solution-oriented approach. This model is divided into 4 steps, which facilitate actions 
leading to a solution. I examine the usefulness of the "seven minute interview" for high 










Some Reflections on the “Seven-Minute Interview”






















では，30歳以下が 2 時間48分，3１ ～ 40歳が2時間29分，4１ ～ 50歳 2 時間１2分，5１歳以上

























































理臨床における臨床的経験は示唆している」と述べているように， 7 分の理由は 7 分が最
も適当であったということである。
　 7 分が最も適当であったので，面談をする前に生徒に 7 分ですることを事前に言って面
談をしたところかなりスムーズに面談をすることができた。ただ， 7 分で終わらない場合
もあり，その時は，宿題を出して次回の面談の約束をした。これがうまく軌道に乗り出す








教員が集められ 7 分面談の研修をした。研修後 7 分面談の模擬面談をするが，最初は慣れ








認識していた。その時 7 分で終わる方法が質問された。 １ つは，面談前に 7 分を宣言する
こと。もう １ つは， 7 分が慣れるまでは，タイマーを使って 7 分を知らせることを提案し












































よりよい状態になるにはどうするかということを目指し，導入 １ 分，展開① 3 分，展開②



















　 7 分面談モデルのポイントは，時間を制限することである。 7 分面談を続けると教員も
生徒も開始と終了時間が明確になり，計画が立てやすくなる。解決しようとする問題が多













4 ． 7 分面談の実際
　 7 分面談の事例を 2 ケース紹介する。
　ケース １ は，筆者が，１8年前 7 分面談モデルで行った面談ケースである。 7 分面談モデ
ルを構築した初期の面談ケースである。Ｔが筆者，Ｓは生徒の発言である。



















































Ｓ： うーん，そうですね。毎日，英語，数学を 3 時間以上し，土日は，英数以外に国語と
理科もすることです。











































　ケース 2 は，教員歴 5 年目の現役の高校教員T先生が行った面談ケースである。科目選
択面談の模擬面談の 2 回目である。 １ 回目に行った面談に対して筆者らが助言をし，それ
をもとに再度行った模擬面談である。 7 分面談モデルに沿って行ったもので，約 7 分で終
わっている。ベネッセ ホームルーム通信20１5年度 9 ・１0月号（ベネッセ 20１5）に掲載さ
れたものである。
＜生徒の状況＞







































































































































ス １ でも，「どんなことができたら １ 点上がったことになる？」と問いかけると「そうで


















　 7 分面談は，短期的な解決を前提とするものである。 7 分という時間制限のために難し









とはない。そして，面談時間が 7 分とわかることで，生徒も， 7 分で話すべき内容を考え
話そうとする。ケース １ では， 7 分と最初に宣言することで，会話もスムーズに進み，時
間制限の効果がみられる。










考えると １ 時間ぐらいが限度ではないかと思われる。 1 人１5分～ 20分面談をすると，放




絡会議など，放課後毎日面談ができる状況にはない。よくできて週 3 日とすると， 3 週間
から １ ヶ月ほどかかることになる。そうすると，テーマによっては時期性がずれることが
起こる。
　これを 7 分面談ですると，単純に １ 時間で 7 ～ 8 人面談ができ， 5 ～ 6 日で面談が終わ
ることになる。週 3 日するとして， 2 週間あれば終わり，時期性も大きな問題とはならな
い。そして， 7 分面談で目処がつかなかった問題に対しては，宿題にし，次の面談を約束
する。 7 分面談だと約 2 週間後に状況を確認することができる。その間に生徒が問題に対
してどう考えたかを知ることができ，問題解決の糸口を見つけることができる。
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